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議 事 録 

会 議 の 名 称 

 

令和４年度 第２回 国民健康保険運営協議会 

 

開 催 日 時        

 

令和４年８月３日 

 

開 催 方 法 

 

書面開催 

※新型コロナウイルス感染拡大のため 

 

出  席  者 

 

委員１２名 

 

会 議 次 第 

 

１ 議  事 

（１）令和３年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算について 

（２）令和４年度国民健康保険特別会計９月補正予算案について 

２ 報告事項 

（１）次年度以降の国保財政の適正化について 

３ そ の 他 

 

配 布 資 料 

 

１-１ 令和３年度国民健康保険特別会計決算資料 

１-２ 令和３年度国民健康保険特別会計決算の概要 

２   令和４年度国民健康保険特別会計９月補正予算案 

３-１ 次年度以降の国保財政の適正化について 

３-２  〃 

４   意見書 

５   坂戸市国民健康保険運営協議会委員名簿 

６   よくわかる国保のしくみ 

７   期限内に納めよう国保の保険税 

８   さいたまの国保２０２２年６月号 

 

 

議  事  の  経  過 

 

 

発  言  者 

 

議  題・発言内容・決定事項 

 

委員 

 

 

 

 

 

「１－２ 令和３年度国民健康保険特別会計決算の概要」 

令和３年度の歳入合計は令和２年度と比較して増額しており、

県支出金も増額している。しかし、国庫支出金については６７．

１ポイントの減となっている。制度改正等があったのか。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 
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制度改正等はありませんでしたが、令和２年度は新型コロナの

影響で、医療機関等への受診控えが起こりました。しかし、その

反動から、令和３年度は、医療費（保険給付費）の増加が生じた

ため、県支出金のうち、普通交付金の交付額が増加しました（普

通交付金は、市町村が行った保険給付の実績に応じ、市町村の交

付申請に基づいて交付される）。また、保険者努力支援交付金の

交付額が増え、県支出金のうち、特別交付金が増加したことも要

因のひとつです。 

国庫支出金につきましても、新型コロナが影響しています。新

型コロナウイルス感染症の影響により、収入が減少した被保険者

に対し、保険税の減免を行っており、その減免に対し、令和２、

３年度は国から補助金が交付されています。補助金の額は、令和

２年度の約１，１６０万円から、令和３年度は約３８０万円と減

少しているため、国庫支出金の額が減少しています。 

 

 

「１－２ 令和３年度国民健康保険特別会計決算の概要」 

保険税の収納率が年々向上し、収納率目標に近づいている。担

当職員の努力が実っていると理解します。 

 

 

「１－２ 令和３年度国民健康保険特別会計決算の概要」 

保険者努力支援交付金については、説明でも触れている通り、

県平均以上に少なくともなるように、取り組みを強化していただ

ければと思います。国の指標の見直し等もあるようなので、県平

均以下となっている要因を分析し、改善を図っていただきたい。 

 

 保険者努力支援交付金は医療費の適正化、予防・健康づくり等

の保険者の取組状況が客観的な指標によって評価され、基準を達

成した保険者はポイントを獲得し、各取組の合計ポイント数に応

じて国から交付される補助金です。 

 本市の令和３年度の交付金は、令和２年度よりも約５００万円

増加しましたが、いまだに県平均に届いていない状況です。 

その要因は、昨年度と同様、ポイント配分の大きい特定健診受

診率・特定保健指導実施率や収納率向上に関する取組の評価が低

くなっていることです。そのため、特定健診については、ＡＩを

活用した受診勧奨を導入し、特定保健指導では、民間企業と包括

協定を結ぶ等、改善を図っているところです。しかし、新型コロ

ナの影響等もあり、思うような成果が表れておりません。収納率

向上の取組につきましては、現年課税分の収納強化等を図り、収

納率が約０．６ポイント向上いたしました。 

 また、交付金が獲得できていなかった、重複服薬者に対する取

組では、適正受診・適正服薬を促す取組を開始し、満額の交付金

を獲得できました。 

引き続き改善を図り、より多くの交付金が獲得できるよう努め

てまいります。 

 


